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近年，Si, SiN , カルコゲナイドガラス, AlN等の非線形光学材料導波路の飛躍的進歩により，数

cm程度の相互作用長で低損失かつ効率的にスーパーコンティニューム(SC)光が得られている．こ

れまで，我々は Erファイバーレーザーを分散制御した SiN導波路に光結合し，2.6オクターブ帯

域以上(400-2600 nm)の SC光発生に成功した[1]．今回，Erファイバーレーザーの SiN導波路への

入射位置を精密に制御することによって SC光の可視光強度を増大できることが分かった.  

Erファイバーレーザー(中心波長 1.56 µm，繰返し周波数 250 MHz, 入射パワー422 pJ)を非球面

レンズで 1.3 µm幅の SiN導波路に TEモードで空間光結合し SC光を発生させる．導波路内で発

生する SC 光と 3 次高調波による CEO 信号の信号対雑音比(SNR)が最大になる入射位置を原点と

し，ピエゾ制御ステージにより水平方向にレーザーの入射位置を精密に制御した．レーザー光を

原点から左に 0.8 µm移動して入射させた時，SC光の可視光強度が最大となり，原点からレーザ

ー光を入射した場合と比べて 12 dB@600 nm増大することが分かった[Fig. (a)]. 逆方向に，レーザ

ー光を原点から右に 0.5µm 移動して入射させた時，SC 光の可視光強度が最大となった[Fig. (b)]．

Fig. (b)の横軸は水平方向の移動量を示し，導波路の入射端面に向かって左方向を負，右方向を正

としている．1.5 µm，1.7 µm，及び，2.0 µm幅の導波路ではレーザー光を原点から入射した時，

可視光成強度が最大となった．数値計算から，1.3 µm幅の導波路の光伝搬には TE00と TE10の 2

つのモード結合が存在し，TE10

モード分散特性は近赤外波長域

(700-1000 nm)に異常分散領域を

持ち，結合効率は原点を最小に

して，左右対称に増加すること

から TE10モードが SC光の可視

光強度増大に寄与している可能

性があることが分かった. 
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